
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

永代経とは 

門信徒の方々によるご懇念によって、お寺が護持され、お

念仏の み教え が永代に受け継がれていく法要のことです。 

「私」が仏縁に出遇い、お念仏の み教え を喜ばせていた

だいたのと同様に、子孫も出遇えるように、法要をご縁とし

て仏恩報謝の心を表すことであり、その心はやがて子や孫に

受け継がれ、み教えを聞き広めるご縁となります。 

また、開闢法要とは、 

永代経懇志を上納されてから、はじめてお寺でお勤めする

法要のことを言います。 



 

 

 

記念品はお念珠で

す。 

ご本山のおせんべ

いや、お斎の代わりに

お弁当などをお持ち

帰りいただきました。 

 当家の方の亡くなられたお婆様

は大変熱心な方で、お元気な時は

拙寺のご法座にはいつも一番前で

お聴聞されていたそうです。 

 暫くご縁が途切れていましたが、

また亡き方を通してお参りいただく

ことになりました。 

 本日はお母様の一周忌、続いて

開闢法要と尊いご縁を頂戴しまし

て、有り難いことでございました。 


